
令和７年度 GKPチーム九州 総会
◆日 時 ︓令和7年5月22日（木）15 : 00〜16 : 30
◆会 場 ︓北九州市 リーガロイヤルホテル小倉
◆参加者 ︓29名（GKPチーム九州会員）
◆次 第

１．開会
２．挨拶 GKPチーム九州 代表 田中 文彦
３．来賓挨拶

国土交通省 大臣官房参事官(上下水道技術)付
上下水道技術企画官 茨木 誠 様

４．講演
北九州市上下水道局 下水道計画課

下水道計画係長 伊藤 智則 様
５．議事
６．意見交換会 ※九州地方下水道協会と合同開催

民間企業関係者の参加は、GKPチーム九州会員のみ

茨木 上下水道技術企画官 伊藤 下水道計画係長



講 演
◆講演者 ︓北九州市上下水道局下水道計画課 下水道計画係長 伊藤智則様
◆演 題 ︓「北九州市の下水道事業について」

【主な内容】
・北九州市の下水道事業の経緯、主な下水道施設
・最適な下水道施設の構築

若松ポンプ場新設（若松区の市街地３ポンプ場の統廃合）
皇后崎浄化センターの再構築＆処理区再編

・安全安心なまちづくり
内水浸水想定区域図の公表（R4年度〜随時実施）
宇佐町・片野新町地区の浸水対策（雨水貯留管の整備 φ4,500mm、L＝1,700mほか）
八潮市道路陥没事故を受けた点検調査の実施（独自点検＆全国特別重点調査）

・その他の取組
防災への備え ︓広島市との合同訓練（R1〜、災害発生時の支援・受援体制の強化）
資源の有効活用 ︓汚泥燃料化物の肥料利用、鉄鋼スラグを用いたリン回収の実証研究
下水道台帳の更新 ︓「より安全・安心」、「つよい」、「持続可能」な下水道へ
国際展開 ︓長期専門家派遣、JICA草の根事業（ベトナム、カンボジア等）



議 事
◆令和6年度 活動報告、決算・監査報告

●「総会」開催（5/30 長崎市にて、参加者32名）
・施設見学会 ︓長崎市中部下水処理場ほか
・講演 ︓長崎市上下水道局 宮崎主幹による「長崎市下水道63年目のチャレンジ」
・意見交換会 ︓九州地方下水道協会と合同

●「交流会」開催（7/31 下水道展’24東京に合わせて実施、参加者21名）
・GKP北海道、GKP事務局等と意見交換、交流を深めた

●「施設見学会」開催（9/26 参加者38名）
・福岡県新宮町 新宮中央浄化センター（地下式MBR）、駅前区画整理事業等
・意見交換会も開催し、組織の枠を越えた人脈を形成

●「北九州市エコライフステージ2024」に出展（11/16〜17 来場者約1,200人）
・マンホールカード人気投票（部門別）、ポケ蓋塗り絵、デザインマンホール展示等を実施

●その他
・「直投型ディスポーザー研究集会」へ参加（11/18 NPO21世紀水倶楽部へ協力）
・「福岡市みらい建設フェスタ」への出展準備

●R6年度の収支決算は、適正に処理、管理



議 事
◆令和7年度 活動計画、予算

●「下水道研修会」（10月頃）
・福岡市近辺の下水処理場等
・現場見学、意見交換会等を通じて下水道人材の育成、GKP活動への理解を深め会員増に繋げる

●市民へのＰＲ活動（出展）
①福岡市「みらい建設フェスタ」（5/10〜11）

・マンホールカード人気投票（部門別）、下水道クイズ（ステージイベント）等を実施
②北九州市「エコライフステージ2025」（11月中旬）

・北九州市上下水道局と連携して下水道の広報活動を実施
●交流活動（7月、下水道展’25大阪に合わせて開催）

・GKP事務局やGKP北海道等の関係者との交流を深める
・幅広く情報を収集、意見交換して今後の活動に活かす

●その他
◆規約改正、代表選任

●「会員」に関するルールを新たに明文化し、運営を効率化する
●田中 文彦 代表が再任する ※ 議案は全て「可決」


